
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 上田女子短期大学 
設置者名 学校法人北野学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

 

幼児教育学科 
夜 ・

通信 

27 

 

123 150 7  

総合文化学科 
夜 ・

通信 
116 143 7  

 

 
夜 ・

通信 
 

  
 

 
 

 
夜 ・

通信 
    

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

http://www.uedawjc.ac.jp/outline/document/studylist2023.pdf 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 上田女子短期大学 
設置者名 学校法人北野学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

http://www.uedawjc.ac.jp/outline/document/yakuinmeibo20230401.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 弁護士 
2021.4.1～ 

2024.3.31 
コンプライアンス 

非常勤 一般企業社長 
2023.4.1～ 

2026.3.31 
経営全般 

非常勤 前信用金庫理事長 
2023.4.1～ 

2026.3.31 
財務・企画 

非常勤 大学特任教授 
2023.4.1～ 

2026.3.31 
教務 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 上田女子短期大学 

設置者名 学校法人北野学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画の作成にあたり、専任・非常勤すべての教員に「授業概要（シラバス）記

入例」を配布し、作成している。各教員から提出された授業計画については、教務委

員が確認し、不備があれば担当教員に連絡・修正をしている。 

授業計画の公表については、本学の学生はもちろん、学外に向けても公表できるよ

うに、本学のホームページに掲載している。また、本学の学生のパソコン所有率はそ

れほど高くないため、冊子の『授業概要』を学生全員に配布し、学生がいつでも授業

計画を確認できるようにしている。 

『授業概要』の冊子は、４月初旬のオリエンテーションで配布し、ホームページに

ついては４月下旬に最新のものに更新している。 

 

授業計画書の公表方法 

幼児教育学科 

http://www.uedawjc.ac.jp/study/education/syllabus.html 

 

総合文化学科 

http://www.uedawjc.ac.jp/study/culture/syllabus.html 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

学修成果の評価については、上田女子短期大学学則第 25 条、26 条及び授業科目履

修規程に基づいて適切に行っている。 

具体的な評価の方法は、まず各授業担当者が、すべての科目においてシラバスに従

い、厳格かつ適正に評価を実施して評定を提出している。提出された評定は、学期ご

とに学生支援課で集計する。その結果を教務委員会、教授会の順に審議を行い、最終

的に学長が単位を認定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
・GPAの算定について 

(1)GPAの対象となる授業科目 

適用除外科目を除くすべての授業科目が GPAの対象となる。また、以下の科目

は適用除外科目であり、GP(Grade Point)が付加されない。 

1．合格か不合格かだけを判定する授業科目 

2．編入学または転入学した際の単位認定科目 

3．本学入学前に修得した単位認定科目 

 

(2)成績評価の認定記号と付加する GP 

成績評価は点数方式で行われ、以下の評定記号（S,A～D,E,H）に応じ、それぞ

れの評定区分に応じた GPが付加される。 

 

評定区分   評定記号と評価内容                  付加する GP 

100点～90点 S(秀)：非常に優れた成績である                ４ 

89点～80点  A(優)：優れた成績である                ３ 

79点～70点  B(良)：概ね妥当な成績である                 ２ 

69点～60点  C(可)：合格に必要な最低限度を満たした成績である       １ 

59点～0点  D(不可)：合格には至らない成績である             ０ 

        E(失格)：出席回数不足等により合格に至らない成績である ０ 

      H(認定)：単位認定科目であり、GPAの対象としない    なし 

 

(3)GPAの算出方法 

GPA対象授業科目のうち、履修登録した科目（履修登録後、履修取消を行わなか

った科目も含む）についてそれぞれの単位数に GP（4,3,2,1,0のいずれか）をか

け、その合計ポイントを、それぞれの単位数の総和で割る。 

  

・GPAの運用について 

成績上位者に対し、表彰を行う。また、特待生の選出のため参考資料として運用し

ている。成績下位に属する学生に対してゼミ担任が個別指導している。学生の成績分

布状況の把握として、グラフなどの資料を作成している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

学修の成果に係る評価 
http://www.uedawjc.ac.jp/outline/document/r05_gakusyuse

ika.pdf 



  

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

各学科とも教育目的に従ってディプロマポリシーを定め、ホームページや『キャン

パスガイド』で公表している。なおディプロマポリシーと各授業科目の学習成果との

関連性は、履修系統図・カリキュラムマップ等にて明示している。また卒業判定の手

順は、各学生の修得単位数を集計し、『キャンパスガイド』やホームページ等に明示し

ている卒業基準と照合して判定している。その結果を、教務委員会、教授会の順に審

議を行い、最終的に学長が卒業を認定している。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

幼児教育学科のディプロマポリシー 

http://www.uedawjc.ac.jp/outline/document/policy_edu202

3.pdf 

総合文化学科のディプロマポリシー 

http://www.uedawjc.ac.jp/outline/document/policy_cul202

3.pdf 

卒業の認定方法 

http://www.uedawjc.ac.jp/outline/document/h29_sotugyouk

ijyun.pdf 

 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 上田女子短期大学 

設置者名 学校法人北野学園 

 
http://www.uedawjc.ac.jp/outline/zaimu.html 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 http://www.uedawjc.ac.jp/outline/zaimu.html 

収支計算書又は損益計算書 http://www.uedawjc.ac.jp/outline/zaimu.html 
財産目録 http://www.uedawjc.ac.jp/outline/zaimu.html 
事業報告書 http://www.uedawjc.ac.jp/outline/zaimu.html 
監事による監査報告（書） http://www.uedawjc.ac.jp/outline/zaimu.html 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：令和５年度事業計画     対象年度：令和５年度） 

公表方法：http://www.uedawjc.ac.jp/outline/document/reiwa5_jigyoukeikaku.pdf 

中長期計画（名称：第４次経営改善計画書    対象年度：令和５年度～令和９年度） 

公表方法：http://www.uedawjc.ac.jp/outline/document/keiei_keikaku2023.pdf 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：http://www.uedawjc.ac.jp/outline/accredited.html 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：http://www.uedawjc.ac.jp/outline/document/2023daisansyahyouka.pdf 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 幼児教育学科 

教育研究上の目的 

（公表方法：http://www.uedawjc.ac.jp/outline/document/kengaku2023.pdf） 

（概要） 

幼児教育学科は、幼稚園教諭及び保育士の養成を主たる目的とするものですが、あ

わせて乳幼児の保育に関する基礎的教養の修得を目的とする学科です。教育分野のな

かでも、最も基本的な幼児教育や子どもの幸せを探求する児童福祉に関係ある教科を

2年間で体系的に学習します。このなかで、保育に関する専門的な知識や技術を修得す

るとともに、豊かな人間性も涵養し、卒業後は、有能な幼稚園教諭・保育士等として社

会貢献できる女性を育成することを目指しています。 
 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：http://www.uedawjc.ac.jp/outline/document/policy_edu2023.pdf） 

（概要） 

幼児教育学科では、下記の能力を備えた学生に学位を授与します。 

１．社会人になるための教養を身につけている。 

２．教育・保育の目的や支援について理解している。 

３．教育・保育のための知識と技術を身につけている。 

４．教育・保育に必要な自然保育や福祉社会、表現文化の知識と技術を身に 

つけている。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：http://www.uedawjc.ac.jp/outline/document/policy_edu2023.pdf） 

（概要） 

幼児教育学科では、子どもの幸せを探求できる人材育成を行うために、次に掲げる

科目により教育課程を編成し、授業目標への到達度で成績評価します。 

１．豊かな教養を培う共通教育科目を設置する。 

２．教育・保育の本質と目的を学ぶ基礎理論に関する科目を設置する。 

３．教育・保育の対象を理解し、支援するための知識と技術を培う科目を設置する。 

４．学生が自身の得意分野や興味関心に合わせて学びを深め、応用力を高められる 

よう、自然保育、福祉社会、表現文化の 3コースを設置する。 

５．実際の現場を想定した課題を見出し、他者と協働して課題について考察を深める 

態度を培う教育を実施する。 
 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：http://www.uedawjc.ac.jp/outline/document/policy_edu2023.pdf） 

（概要） 

幼児教育学科では、次のような方の入学を求めています。 

１．入学後の修学に必要な高等学校等卒業程度の基礎学力を持つ人 

２．子どもの育ちに関心を抱き、そのための知識・技術を身につける意欲を持つ人 

３．他者への敬意をもって行動できる人 

 

 

 



  

学部等名 総合文化学科 

教育研究上の目的 

（公表方法：http://www.uedawjc.ac.jp/outline/document/kengaku2023.pdf）  

（概要） 

総合文化学科は、多種多様な職業のなかから自分の進路を見出して、地域社会で活

躍する有用な女性人材の輩出を目指して、教養教育を重視した幅の広い教育内容を導

入しています。企業・ホテル・図書館・福祉の現場などにおいて活用し、活躍するため

の知識・技能などを、学生一人ひとりの目的に応じて習得することが可能なシステム

を持ち、地域社会に愛着を持ち理解を深めることを実現します。カリキュラム全般を

とおして、ホスピタリティ精神をベースに置いたコミュニケーション能力とプレゼン

テーション能力の向上を目指し、表層的ではない「教養」を身につけることによって、

「考える力」や「創造する力」を養うことを教育目標としています。 
 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：http://www.uedawjc.ac.jp/outline/document/policy_cul2023.pdf） 

（概要） 

総合文化学科では、教育の基本方針に基づいて教育目標を定め、その目標に即した

学習成果を収めて、所定の単位を修得した学生に対し、以下の観点から学位を認定、

授与します。 

１．建学の精神を理解し、他者を敬い、地域・社会に貢献できる、豊かな人間性をそ

なえている。 

２．在学期間の学びを通じ、絶えず学び続けることの意義を理解している。 

３．特色ある教育課程を通じて、学習成果を収めている。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：http://www.uedawjc.ac.jp/outline/document/policy_cul2023.pdf） 

（概要） 

総合文化学科では、本学科が目指す学生像をふまえ、下記のような教育課程を編成

します。  

１．豊かな教養やキャリア形成のための力を養う共通教育科目と、専門分野の学びを

深める専門科目を設置しています。 

２．専門科目は、必修科目と８つの分野からなり、各種資格・検定等の取得にも対応し

ています。必修科目は、ゼミナール４科目に加え、日本語表現・日本語学入門・日

本文学入門、信州総合学・ホスピタリティ入門とし、日本語日本文学の学びをベ

ースに地域総合科学科としての学びの範囲を広げていきます。 

３．実習・体験型の科目では、地域への理解を深めるとともに、他者を敬う気持ちや多

角的な判断力と行動力を身につけます。 

 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：http://www.uedawjc.ac.jp/outline/document/policy_cul2023.pdf） 

（概要） 

総合文化学科では、次のような方の入学を求めています。 

１．大学生生活を自己の飛躍の場と位置付けている人 

２．本学科のカリキュラムによって、豊かな教養と専門知識・能力を身につける意欲

のある人 

３．地域社会と自己の関わり方を模索する意欲のある人 
 

 

 



  

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：http://www.uedawjc.ac.jp/outline/zaimu.html 

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 人 － 人 

幼児教育学科 1 人 3 人 5 人 2 人 人 人 11 人 

総合文化学科 － 3 人 0 人 4 人 人 人 7 人 

その他 － 人 1 人 1 人 人 人 2 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

人 41 人 41 人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：http://www.uedawjc.ac.jp/outline/teachers.html 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

幼児教育学科 100 人 57 人 57.0％ 220 人 150 人 68.2％ 0 人 0 人 

総合文化学科 80 人 68 人 85.0％ 140 人 157 人 112.1％ 0 人 0 人 

合計 180 人 125 人 69.4％ 360 人 307 人 85.3％ 0 人 0 人 

（備考） 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

幼児教育学科 
81 人 

（100％） 

0 人 

（  ％） 

78 人 

（ 96.3％） 

3 人 

（ 3.7％） 

総合文化学科 
55 人 

（100％） 

0 人 

（  ％） 

53 人 

（ 96.4％） 

2 人 

（ 3.6％） 

合計 
136 人 

（100％） 

0 人 

（  ％） 

131 人 

（ 96.3％） 

5 人 

（ 3.7％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 



  

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

授業計画の作成にあたり、専任・非常勤すべての教員に「授業概要（シラバス）記入例」

を配布し、作成している。各教員から提出された授業計画については、教務委員が確認し、

不備があれば担当教員に連絡・修正をしている。 

授業計画の公表については、本学の学生はもちろん、学外に向けても公表できるよう

に、本学のホームページに掲載している。また、本学の学生のパソコン所有率はそれほど

高くないため、冊子の『授業概要』を学生全員に配布し、学生がいつでも授業計画を確認

できるようにしている。 

『授業概要』の冊子は、４月初旬のオリエンテーションで配布し、ホームページについ

ては４月下旬に最新のものに更新している。 
 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

学修成果の評価については、上田女子短期大学学則第 25条、26条及び授業科目履修規

程に基づいて適切に行っている。 

具体的な評価の方法は、まず各授業担当者は、すべての科目においてシラバスに従い、

厳格かつ適正に評価を実施して評定を提出している。提出された評定は、学期ごとに学生

支援課で集計する。その結果を教務委員会、教授会の順に審議をおこない、最終的に学長

が単位を認定している。 
 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

 
幼児教育学科 62 単位 有・無 30 単位 

総合文化学科 62 単位 有・無 30 単位 

 
 単位 有・無 単位 

 単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事

項） 

公表方法： 

http://www.uedawjc.ac.jp/outline/document/r05_gakusyuseika.pdf 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：http://www.uedawjc.ac.jp/outline/facilities.html 



  

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

 
幼児教育学科 660,000 円 250,000 円 300,000 円 施設設備費 

総合文化学科 660,000 円 250,000 円 300,000 円 施設設備費 

 
 円 円 円  

 円 円 円  

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

日本学生支援機構奨学金の他、下記の本学独自の奨学金を整えている。 

  1.北野奨学金（無利子貸与型）①一般奨学金（月々貸与）②海外研修奨学金（海外研修

に必要な参加費用を貸与）③緊急奨学金（突然の災害等による経済的困難が生じた際

に学費の一部を貸与） 

  2.北野次登奨学金（家計急変等、経済的困難が生じた際の給付型奨学金） 

 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生が満足できる進路支援を行うため、学生の状況を鑑みながら、その都度必要に応

じた進路セミナー（面接、履歴書指導、業種・職種の解説、社会人としてのマナー、自

己分析等）や、園や企業の要望を受けて学内説明会を行っている。また、進路サポート

室常駐の職員が、全学生と個別面談を行うほか、希望者には、地域に根差したキャリア

コンサルタントによるコンサルティングを受ける体制も整えている。 

幼児教育学科では、公務員保育士の希望が増えていることから、1年次に「公務員保

育士合同説明会」を開催し、様々な自治体の保育を知る機会を作っている。 

総合文化学科は学科の特徴から多業種に興味のある学生が多く、様々な業種の企業を

知る機会として、1年次には「企業交流会」や「合同企業研究セミナー」を開催し、2年

次は本学学生だけの「単独企業説明会」を開催している。 
 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

保健室の他に、学生相談室を設置。保健室職員や公認心理士・臨床心理士の資格をも

つ 2名の学生相談員が、個別に学生の相談に応じている。 

ゼミ担任も、学生からの相談に応じる他、全学的に相談できる体制を整えている。

「障害者差別解消法」の改正に伴い、障害学生支援体制整備委員会を設置し、基本理念

及び基本方針を策定、パンフレット（学校案内）や入試要項内に明記する準備を整え

た。 

学内で「障害学生支援セミナー」を開催し、障害を整備しつつ、障害者支援体制を定

着させていく。 
 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：http://www.uedawjc.ac.jp/outline/zaimu.html 

 


